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3 つの力 9 つの要素
対人基礎力対自己基礎力対課題基礎力対人基礎力 対自己基礎力 対課題基礎力
親和力協働力統率力感情抑制力自信創出力行動持続力課題発見力計画立案力実践力
H29…/… 6 月 -0.07 0.04 -0.45 0.26 -0.04 0.42 0.31 -0.53 -0.82 0.21 0.82 0.24 0.45








































3 つの力 9 つの要素
対人基礎力対自己基礎力対課題基礎力対人基礎力 対自己基礎力 対課題基礎力
親和力協働力統率力感情抑制力自信創出力行動持続力課題発見力計画立案力実践力
H29…/… 6 月 -0.07 0.04 -0.45 0.26 -0.04 0.42 0.31 -0.53 -0.82 0.21 0.82 0.24 0.45
H30…/… 1 月 -0.25 0.02 -0.65 -0.52 0.08 -0.08 0.67 -0.91 -0.71 -0.68 0.52 -0.86 -0.67
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1 月の段階では、 9 つの要素の中で 6 要素がマイナスの数値となっていたが、平成30年 7 月
の段階では 9 つの要素の中で 2 つの要素だけがマイナスの数値となり、ジェネリックスキル







教養 専門知識 問題意識 コミュニケ シーョン 主体的判断 責任感
0.20 0.21 0.71 0.29 0.68 0.53
文章表現 主体的学び 自己管理力 マナー 協調性 将来の能力






教養 専門知識 問題意識 コミュニケ シーョン 主体的判断 責任感
0.60 0.21 0.71 0.50 0.89 0.76
文章表現 主体的学び 自己管理力 マナー 協調性 将来の能力








グを積極的に行った学生の時系列の変化であるが、平成29年 6 月と平成30年 1 月よりも平成
















































































16）在校生アンケートは、全学的に行っているもので、入学直後と 2 年次の 4 月、そして卒業式に
卒業生アンケートとして実施している。今回の研究では、この在校生アンケートを利用しつつ、そ
れにプラスして、アクティブラーニング直後にアンケート調査を行っている。
17）PROGの検査は、筆者が担当するクラス全員に行い、それをアクティブラーニングに参加した学
生としなかった学生に区分し、それぞれの項目の平均点を求めた。表に表記している数値は、それ
ぞれの項目についてアクティブラーニングに参加した学生と参加しなかった学生の平均点の差を表
している。
18）アクティブラーニング終了後に行われる振り返りシートには自由記載の欄があり、そこに感想を
記入させている。
19）積極的にアクティブラーニングに取り組んだ学生が、アクティブラーニングの事前事後でジェネ
リックスキルの数値にどのような変化があるかを示したものである。
20）在校生アンケートもPROGによる検査と同様に筆者が担当するクラス全員に行い、それをアクテ
ィブラーニングに参加した学生としなかった学生に区分し、それぞれの項目の平均点を求めた。表
に表記している数値は、それぞれの項目についてアクティブラーニングに参加した学生と参加しな
かった学生の平均点の差を表している。
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アクティブラーニング型授業によるジェネリックスキル向上に関する一考察
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